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ない自慢に値する封建文明を有 していたためでもあった。 しか し19世紀中葉に向かいあった西
洋世界は、 もう一っの形態で、 しかも同じく自己完成的で体系的な文明を有 しており、 また傲
慢で、高邁な姿勢を持 っていた。中国の西洋に対する軍事 と外交の対抗は、一度たりとも勝利
を収めたとは言いがたい。その他の各種の外来文化の吸収と融合に優れた民族と国家とは異なっ





はもっと深刻に一っの世紀の長 きに渡 って、中国に対 し、東洋に対する蔑視を持ち続 けてきて
いたからである。
中国の近代化に向かう過程は、独自の民族的、歴史的特徴を持 っていた。一部の特徴 は、国






む国際的環境に因るところが大きい。1840年 か ら1900年 まで、 この60年 間に、五回も大規模な
侵略戦争に遭遇 した。首都は二回も占領され、皇帝は二回も逃亡 した。20世 紀に入 って、中国
の受けた侵略戦争の時間と範囲は、19世 紀より必ず しも軽 くならなかった。戦争は八年間 も続
き、首都は占領され、国土の大半を失 った。これは中国をして一刻 も怠 らずに、軍事国防を強
めることが国家民族の主要任務であることを感じせた所以である。
しか し、中国がこの点に気づいたのも、一つの過程を経ていた。
第一次アヘ ン戦争の爆発は、誠に初めて旧い中国の封建社会に 「変わらなければ亡ぶ」 とい




州に到着 してから、す ぐ毎 日 『澳門新聞紙』を編訳 させ、 自らも 『四洲志』を編集 し、以て西
洋各国の政治、軍事、経済、習俗を知 り、国際現実の変化を知った。並びに絶えず自らが過去
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に持 っている西洋認識における正 しくない見かたを修正 した。かれが両広総督に就任 してから、
小規模な中英衝突が始まり、かれは公金を使わずに、別途に資金を集めて、西洋の大炮をい く
つも購買 し、同時に工匠を雇 って外国の船艦を倣製 した。1840年4月 ごろ、戦船二、三艘を造っ
ていた。(1)ア メリカ人か ら 「ケンブリッジ号」戦艦を購買 し、また二っの2.5ト ンの帆船と一
っのカナディアン・カヌーを買 った。それで外国人は林欽差が 「清帝国の海軍」を組織 して外
国の侵略に抵抗するのではないかと騒いだほどである。② かれは外国の戦艦が 「朝 は南、暮
れは北、ただ水兵だけよく追尾できて、陸の兵士 は俄に追跡できない」「夷を消滅するには船
炮水軍を作 らなければ、 自ら失敗を選ぶことである」と悟った。かれは清政府が至るところか
ら兵員を調達 しても失敗の局面を挽回することができず、「遠 くから百万の大軍 を呼んできて
も、恐 らく戦に臨めば敵の哄笑に供されるだけだ」と心配 した。(3)か れは職を外 されてか ら
も、敢えて上奏 し広東の税関の収入の十分の一を以て船や大炮を造るよう要求 し、 「夷 との通
商で得た金を以て、夷を防 ぐのに使う」、「今後は製炮は必ず最も利 くものを極め、造船 は必ず
最 も堅いものを極あるべきだ」という。(4)林 則徐 は中国において自らの軍事国防の力を強め
ることこそが、外国侵略に抵抗する根本の道であることを始めて認識 し、 しかも出来 るかぎり
の範囲内で実行 した一人である。(5、6は 略す)
歴史の発展の角度からみれば、人々が近代化の レベルに入るためには、まず客観的に自我を
認識 しなければならない。当時の世論 における、アヘン戦争において中国が何故失敗 したかに
っいての評論から見れば、当時の中国社会 はこうした認識がまだ十分ではなかったということ
ができる。人々は一般的に戦争失敗の原因を、王奇善等が敵の強い船 と大砲を恐れて、外国と交
渉する時に、妥協 し投降したと決めていた。 もろんこれは原因の一部であるが、 しかし原因の
全部ではなかった。 このような総括 は戦争のなかにおける失敗の原因を簡単化 しす ぎて、正確
に自我を認識することができない。
戦争 は双方の物質の力 と精神の力の競い合 いであって、 この物質の力は、武器や財力を除い
て、また双方の人員の才能、素質、体等の要素を含んでいる。勿論王奇善 は臆病で無能だった。
しかし人々は王奇善の外事交渉上 におけるその才能、素質が殆 ど義律(CharlesElliot)の 相手
にならなか ったことを見逃 していた。王奇善 は敵の戦艦が海口に迫 っているのを見た以外に、来
る敵の情況に対 して、全 くといっていい程無知な状態で、交渉に臨んでいたのだ。かれは天朝
大国の外来夷人に対す る蔑視の心理を持 って中国の官僚世界の手法で相手に対処 しようとし、
その失敗 は必然的であってもしようがなかった。 その反対 に、義律は大英帝国が育てた、中国
に対 して相 当の知識を持 っている植民官僚であった。かれは1834年 に律労阜 に従って来華 して
からずっと広州に留まり、何度も中国の監撫大臣との接触の経験を有 していた。
アヘン戦争失敗の原因問題 について、林則徐も角度が異なっても、実質的に類似した見かた
を持 っている。イギ リス政府の作戦意図と侵攻戦略を知 らないために、林則徐は新疆に追放 さ
れた時に、友人に当てた手紙で彼が広州任期 において勝利を収めた原因をまとめて、次のよう












でかれはイギリス商人にアヘンを出すように命令 したわけである。⑨ 義律の用意 は林則徐が
各外国の販売者のアヘンを収めたことを、すぐに中英政府の間の交渉関係に転換させて、将来
の賠償要求のために根拠を残させることであった。 しか し林則徐はこれ らの動きを自分が出し
た一枚の 「斥諭」の力に帰 して しまった。そ して、 イギリス政府の決定によって派出された第
1次 侵華 イギ リス軍の作戦案は、まず広州、アモイを封鎖 し、そして舟山を占領 して、直接に
白河口に迫 り、中国中央政府 と直接に交渉するものであった。⑩ 故に林則徐が未だ広東を離
れていない時に、侵華主力イギ リス軍 は、広州を攻撃 しなかった。 この時の広州が保全された
のは、林則徐の監視のもとに、「広東の防備の堅実」 によるだけではなかった。 しか も浙江も
この時に全然防御の準備を していなかったのではなく、むしろイ リギス軍が舟山を攻めて、最
後に定海を占領する強い意志が作用 したところが大 きいと言 ったほうがよいかも知れない。











あったのは、1874年 に日本が琉球難民事件を口実に、台湾に武力侵攻 したことである。 しかも
日本側は北京の交渉に際して、さまざまな脅 しと強要を施 して、中国政府に対 して絶大な刺激
を及ばしたのである。「明らかに彼の理が曲がっていると知 りなが ら、我が兵備の虚に苦 しむ」。
⑫ つまり、厳 しい現実で、中国を して外国の侵略に対 して深い認識を得させたばか りでなく、
その上に割 と客観的に自国の実力を国際世界において知 らしめるようになり、 このような背景
を出発点にして、中国は始あて近代化への道を求あるようになったのである。 こうして清政府





ン戦争 より歴史が中国に軍事国防の必要を示 してから、既に2、30年 の歳月が立 った後のこと
であった。
1865年 から1895年 における近代化の発展は最 も全国の人々に注 目され、厚い希望を託された
時期であった。甲午の敗北、北洋海軍の覆没、李鴻章が辞職に追い込まれ、その発展は一連の










列強の 「建議」のもとに、清中央政府の政治機i構が変化を現 した。それは即ち1861年1月 の
総理各国事務衙門の設立であった。 これは在華列強の要求 に応 じて設立 した外務省に相当する
部門である。
その設立の清中央政府に対する影響は、遠 く雍正朝(七 年、1729)が 軍機処を設立するより、
大きかった。軍機処の設立は、只内閣の職権を弱めただけで、皇帝の権威が依然 としてこの上




的な機構 とし、将来 「軍務が粛清 し、外国事務が簡単になれば、即ち撤廃 して」 「以て旧い制
度に符する」と考え られていた。(13)しかしこれは軍機処と同じように、ずっと撤廃されなかっ















分は外国人によって担任された。なかの総税務司の役職 は、1950年 に至って も、依然と外国人
(すでに国民党 と共に台湾に赴いた)の 担任であった。最後の一回を除いて、全てイギ リス人
による担任であった。総税務司赫徳(RobertHart、 正式の任期 は1863～1908)は 、税関で52
年間も働 き、時々総理衙門の諮問を受ける高級顧問となっていた。かれはまた直接に中仏戦争



























注意すべきなのは、このような階層の形成 は、清朝廷が入関以来作 った満族を主体 とする支




曽国藩 はかって太平天国を鎮圧 した時、かれの権勢が大きか ったために、深 く清朝廷の妬み
を買った。1864年 、南京が湘軍に占領されて、李秀成が捕虜になって、李は民族矛盾を利用 し
て曽国藩を説得 しようとし、かれに皇帝の位を勧あた。曽国藩は連夜李秀成に供述書を書かせ
て、詔勅を待たずに、すぐ李秀成をその場で処刑 した。李の供述の最後の部分 は壊 されて、そ
の原稿は清朝廷の再三の催促にもかかわ らず、上納 しようとせず、家の中に秘蔵 されていた。
同年曽は南京で、湘軍を大幅に削減 した。
李鴻章の清皇室 に対する尊重 は、曽国藩 と較べると、遙に淡 白なものであ った。1895年 の
甲午敗戦、かれ停職されてか ら、密かに圓明園を遊覧した。圓明園はこの時既に廃棄されてい
たが、 しか し依然と出入 り禁止の御苑であるため、李は3ケ 月分の給料にあたる罰金を課され
た。義和団時期、1900年 の夏、孫中山は香港総督 トカ(HenryA.Blake)の 支持を受 けて、
両広で独立に共和国を建設 しようと図った。時の両広総督李鴻章を大統領にし、孫中山を総理
にする。孫中山が宮崎寅藏を広州に派遣 して李鴻章の側近幕僚劉学詢 と相談 した時、李は賛意
を示 し、同時に双方の商談を継続することを約束 した。 しかしその後間 もなく清政府が命令を


























の下で進められたのである。 このような思想家のなかに、ただ極 く一部の人が外国に長 く滞在
しただけであった。また洋行や買弁の出身であって も、或いは外国から中国に来た人々と割と









アヘン戦争後、魏源が林則徐の 『四洲志』の基に編著 した 「海国図志』は、海外(例 えば日
本)に まで影響を及ぼした書物である。かれがこの書の 「叙」において説いたのは、この本は






を考えた。 もちろんかれ らの外交、軍事関係者の出発点 は、政治のためにあって、宣教の出発
点はキリス ト教の影響を拡大させるためにあった。後ほど、彼らは相前後 して元々の打算を放





洪仁王干と容因二人は、身分が異なり、文化思想のレベルの差 も大 きい。容因はアメ リカで長



























19世紀70～80年 代に入 って、中国知識人のなかで、変革を主張し、普通維新と称 される思想










② かれ らは国家政策、立法方面か ら民族工商業を保護することを主張する。 「商部」 の設
立、「商務学堂」の建設、工商業者が自発的に組織 し会社を経営することの許可、(18)これ












ないと考えていたのである。かれはイギ リス 「上下議院はただみだらに空談 に耽 る」、議














実 に沿って発展 していたとは言えなかった。19世 紀90年 代に至って、初めて西洋資本主義政治
思想が相次いで中国に紹介 されるようになった。 これはもちろんまず厳復の翻訳 し出版 した8
っの著作を推さなければならない。なかで も社会にもっとも影響を及ぼしたのは、かれが訳 し
た 『天演論』を置いては他にない。「天演論』 は自然界の優勝劣敗の淘汰法則 を紹介 し、中国
に対 しては1っ の震動であった。但 し厳復の訳文が読みにくかったので、一部の重大な影響を
起 こすべき著作が、相応な働 きを示さなか ったのである。例えば、かれが訳 したJ .S.ミ ルの
『群己権界論』は、社会的に殆ど反応がなかった。 しか しこの本は日本では禁書とされている。
⑳ 原因はJ.S.ミ ルのこの本のもとの書名は 『自由論」 という。厳復 はこれを分か りに くい書
名に直 したので、当然、社会的に反響を引き起 こす ことが難 しく、まして当局の禁止を受ける
ことになることもなかったのである。本の翻訳は辛 く、難 しい仕事だか ら、同時代の、西側資














この点は、中国伝統文化の自国 と外来文化 に対する態度 とでは、差異があるようである。中
国は世界において火薬の発明者である。但 し中国の支配者 はこの道に従って深入りして、自国










な高慢、自信から、多 くの問題にっいて、 自国に対 して皆否定的態度を持っという溝の中に陥っ





る問題は皆そうである。 この問題 は昔から同 じような現象がすでに存在 し、近代以後になると、
その差異がさらに大 きくなっていたのである。従って、全国的に見ると、中国における近代化
の任務の完成は、まだまだ大変難 しい課題である。
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